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21年度

執行額

予算額(補正後）

観光立国の推進

関係する計
画、通知等

観光立国推進基本法第１６条 観光立国推進基本計画

37

19年度 20年度

26 26

22年度 23年度要求

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室
観光地域振興部
観光地域振興課

上位政策

39 31

担当部局庁

事業番号 476

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(  国土交通省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１６年度観光まちづくり人材育成事業

26

①観光地域づくり人材シンポジウムの開催
   平成２１年度：１回開催（東京都内にて開催）
②観光地域づくり人材育成ガイドラインの策定
　 平成２１年度：観光地域づくり人材育成ガイドライン検討会議を開催し、ガイドライン案を策定
③観光カリスマ塾の開催
   平成１９年度：８地域、平成２０年度：８地域、平成２１年度：８地域
④観光地域プロデューサー事業の実施
　　平成１９年度：５地域、平成２０年度：３地域、平成２１年度：３地域

40

38

執 率

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

観光振興を通じた地域づくりを担う人材層を厚くするため、①観光地域づくり人材育成に取組む関係者の情報交換、情
報の共有化を図るシンポジウムの開催、②各地域において観光地域づくり人材育成の取り組みを行う上で指針となる
観光地域づくり人材育成ガイドラインの策定、③観光カリスマの有する豊富なノウハウを全国各地の観光地域づくりの
担い手に継承させることを目的とした観光カリスマ塾の開催、④地域の観光振興の牽引役となる人材を欲している地域
と、観光地域プロデューサー希望者とのマッチングを促進する観光地域プロデューサーモデル事業の実施を通して、地
域が行う自律的かつ持続可能な人材育成に向けた取組を支援する。

国際競争力の高い魅力有る観光地づくりを推進するためには、その担い手となるべき人材を育成する必要があること
から、自律的かつ持続可能な人材育成に向けた取組を支援することを目的とする。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

＊ 

総事業費(執行ベース) - - -

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

【一部改善】
予算執行効率化の観点から調達手法の改善（競争入札の導入、一社応札の抑制の取組等）を図るべき。

予
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※平成22年度事業仕分け評価結果
　　「観光を核とした地域の再生・活性化事業：予算要求の縮減（80％程度を縮減）」
＊観光地域づくり人材育成の取り組み強化のため、他事業の契約差金等を活用して実施額を増額の上実施した。

国土交通省公正入札調査会議における指摘等も踏まえ、契約情報について事前公示等を含めた周知期間を十分に置
く等の改善を図っている。今後とも効率的・効果的な予算の執行に向けて改善を図っていくこととしている。

支出先については、観光庁及び地方運輸局が企画競争を実施し、民間事業者等の選定を行っている。
観光庁及び地方運輸局において、自ら直接契約している相手方から報告書を提出させることにより事業実施内容を把
握している。

執行率 103% 105% 119%

【予算科目】 
 組織 観光庁 
 222 観光振興費 
       95 観光振興に必要な経費     （２１年度予算額）    （２１年度決算見込額） 
       95016‐2129‐06 諸謝金             １百万円              １百万円 
       95016‐2122‐08 職員旅費                                  １百万円              ０百万円 
       95016‐2122‐08 委員等旅費          ２百万円              ０百万円 
       95016‐2123‐09 観光振興調査費      ２２百万円             ３０百万円 

＊ 

【予算科目】 
 組織 観光庁 
 222 観光振興費 
       95 観光振興に必要な経費     （２１年度予算額）    （２１年度決算見込額） 
       95016‐2129‐06 諸謝金             １百万円              １百万円 
       95016‐2122‐08 職員旅費                                  １百万円              ０百万円 
       95016‐2122‐08 委員等旅費          ２百万円              ０百万円 
       95016‐2123‐09 観光振興調査費      ２２百万円             ３０百万円 

＊ 



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)

観光庁 
31百万円 

【企画競争・請負】 

Ａ．民間企業等（３社） 
24百万円 

Ｂ．地方運輸局（8機関） 
5百万円 

 

【企画競争・請負】 

Ｃ．民間企業等（９社） 
4百万円 

職員旅費 
0百万円 

委員等旅費 
0百万円 

諸謝金 
1百万円 

諸謝金 
0百万円 

地域が行う自律的かつ持続可能な人

材育成に向けた取り組みに対する支

援 

 
観光地域づくり人材シンポジウウムの開催 
ガイドラインの策定のための検討会開催 
ガイドライン素案の作成 
観光地域プロデューサーモデル事業の実施 
 

各地域での観光カリスマ塾の企画・立案 

観光カリスマ塾の実施 

て補足する)
(単位:百万円)
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地域が行う自律的かつ持続可能な人
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観光カリスマ塾の実施 



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す

観光カリスマ塾開催の発注 1

B.中国運輸局 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 15 計

その他２
検討会議開催費用
（謝金、旅費、管理費、消費税）

1

その他１ データべース運用費用 2

人件費１ モデル地域活動費用 7

人件費２
事務局・庶務・管理部門
（資料作成費、報告書作成費）

5

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

A.　（社）日本観光協会

0計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 1 計

観光カリスマ塾開催経費（資料作
成費、謝金、旅費等）

1

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 1 計

C.（株）みづま工房 G.

会議開催経
費



【別紙】

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 （社）日本観光協会 15 1 (株)みづま工房 1

2 （株）ＴＢＳビジョン 7 2 音更町十勝川温泉観光協会 1

3 （財）日本交通公社 2 3 NPO法人ほんまもん体験 1

4 4 (株)都市交流プランニング 0

5 5 (株)計画創造 0

6 6 NPO法人ハットウ・オンパク 0

7 7 (社)いわき観光まちづくりﾋﾞｭｰﾛｰ 0

8 8 (株)大和速記情報センター 0

9 9

10 10

№ 支出先
金額

（百万円）

1 中国運輸局 1

2 北海道運輸局 1

A.民間企業等（3社）　24百万円 Ｃ.民間企業等（９社）　4百万円

Ｂ.地方運輸局（８機関）　5百万円

3 九州運輸局 1

4 近畿運輸局 1

5 関東運輸局 1

6 北陸信越運輸局 0

7 東北運輸局 0

8 四国運輸局 0

9

10 注）各運輸局とも、支出額は１００万円未満
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